
昨
年
度
好
評
だ
っ
た
「
は
が

き
絵
講
座
」
「
歴
史
講
座
」
の

他
に
「
ミ
ス
テ
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
」

「
日
本
美
術
史
講
座
」
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

日
時
や
参
加
費
等
の
詳
細
は
、

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
は
が
き
絵
講
座

「
松
師
古
の
心
だ
よ
り
」

講
師

西
川
芙
美
子

書
画
研
究
会
「
睦
翔
」

ぼ
く
し
ょ
う

暑
中
見
舞
い

７
月
４
日
（
火
）

年
賀
状

11
月
～
12
月
ご
ろ

★
歴
史
講
座
（
全
２
回
）

開
催
時
期
検
討
中

★
ミ
ス
テ
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

秋
ご
ろ

★
日
本
美
術
史
講
座
（
全
３
回
）

９
月
～
11
月
ご
ろ

講
師

本
田
代
志
子

福
岡
教
育
大
学
准
教
授

美
術
館
見
学
も
予
定

登
録
制
の
無
料
講
座
で
、
簡

単
な
体
操
や
ゲ
ー
ム
・
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
健
康
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ

講
座
で
す
。
他
に
も
南
郷
歩
こ

う
会
（
２
回
）
や
お
正
月
飾
り

作
り
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不

足
解
消
と
交
流
の
場
と
し
て
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
５
月
26
日
（
金
）
ス
タ
ー
ト

で
す
。
詳
細
は
、
も
や
い
５

月
号
裏
面
を
参
照
く
だ
さ
い
。

★
南
郷
歩
こ
う
会

今
年
度
の
南
郷
歩
こ
う
会
は
、

コ
ー
ス
を
一
新
。
春
は
野
坂
の

花
め
ぐ
り
、
秋
は
南
郷
の
偉
人

を
た
ず
ね
て
歩
き
ま
す
。

い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た

角
度
か
ら
南
郷
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

就
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

が
対
象
の
教
室
で
す
。
他
地
区

の
親
子
も
参
加
で
き
ま
す
。

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
工

作
な
ど
を
し
な
が
ら
子
育
て
の

輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
出
前
保
育
で
は
赤
間

保
育
園
の
先
生
に
よ
る
保
育
園

の
疑
似
体
験
が
で
き
ま
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
見
守

り
も
あ
り
、
子
育
て
の
相
談
も

気
軽
に
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

南
郷
コ
ミ
セ
ン

※
５
月
17
日
（
水
）
ス
タ
ー
ト

で
す
。
詳
細
は
、
も
や
い
５

月
号
裏
面
を
参
照
く
だ
さ
い
。

★
マ
マ
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
（
２
回
）

子
育
て
中
、
ほ
ん
の
少
し
の

間
で
も
、
子
ど
も
と
離
れ
て
、

気
分
転
換
で
き
る
時
間
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

第
１
回
の
詳
細
は
、
も
や
い

５
月
号
裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

★
冬
の
イ
ベ
ン
ト

『
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
＆
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
』

令
和
６
年
２
月
23
日

（
金
・
祝
）

歌
声
サ
ロ
ン
や
ア
カ
ペ
ラ
、

ゴ
ス
ペ
ル
な
ど
楽
し
い
内
容
を

検
討
中
。
詳
細
は
、
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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大穂の宗生寺は、約500年前に当時の許斐山

城主多賀出雲守隆忠によって建立された禅宗
た が い ず も の か み た か た だ

のお寺で、境内に観音堂があります。この観

音堂に安置されている秘仏馬頭観音様の法要

（４月16日）とご開扉（４月16日から22日）

が17年ぶりに行われました。

観音様は、三十三の観音様に化身して民衆

の苦しみや悩みを救う仏様ですが、馬頭観音

様は、その中でも代表的な六観音様のひとつ

です。

大穂の馬頭観音様は三面六臂、高さ約１ｍ
さ ん め ん ろ っ ぴ

で、奈良時代の僧行基の一刀三礼の作と伝わっ

ており、三つのお顔と六本の手で民衆をお救

いになります。正面のお顔は観音様には珍し

く怖いお顔をされていますので、ご覧になら

れた方もちょっとビックリされたかもしれま

せん。観音堂は、『大穂の観音様』として古

くより『筑前國中観音霊場三十三ヵ所』の

『第十八番霊場札所』として知られ、『牛馬

安全』『交通安全』『不焼寺観音』を寺号と

して崇拝されてきております。

馬頭観音様のご開扉は33年に２回行われて

いますが、この33年は三十三観音様に由来し

ており、33年に１回では長すぎるのでちょう

ど真ん中の17年目にもご開扉が行われている

次第です。

※
南
郷
小
学
校

青
少
年
指
導
員

…

植
田
博
文

教
諭

東

旭

ヶ

丘

朝

野

後

曲

曲

宮

田

原

町

光

岡

王

丸

大

穂

大

穂

町

野

坂

朝

町

昼

掛

区

名

細

川

伸

一

岡

元

修

永

嶋

政

勝

有

髙

裕

治

片

山

弘

毅

山

下

宣

昭

牧

政

幸

小

方

信

二

栗

原

徳

明

加

藤

幸

信

中

村

常

樹

森

秀

文

谷

口

浩

区

長

武

吉

美

智

子

高

瀬

富

士

男

児

玉

恒

康

天

野

誠

治

眞

武

正

二

郎

中

村

忠

之

牧

好

幸

村

山

浩

二

白

石

司

中

村

英

治

原

田

直

幸

井

上

拓

二

松

尾

雅

代

公

民

館

長

八

田

征

勝

今

城

千

恵

美

天

野

誠

治

眞

武

明

山

下

宣

昭

牧

好

幸

中

村

洋

一

中

村

修

中

村

英

治

許

斐

直

治

青
少
年
指
導
員

令和５年度

区長・公民館長・青少年指導員
（敬称 略）

親
子
教
室
「
南
郷
キ
ッ
ズ
」

健

康

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

講

座

【
年
間
予
定
】

（

毎
月
第
２
水
曜
日

変
更
あ
り
）

５
月
17
日

開
講
式

６
月
14
日

出
前
保
育

７
月
12
日

ウ
ク
レ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
他

９
月
13
日

検
討
中

10
月
11
日

出
前
保
育

11
月
８
日

検
討
中

12
月
13
日

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
月
10
日

出
前
保
育

２
月
14
日

パ
ン
作
り

３
月
13
日

す
く
す
く
コ
ン
サ
ー
ト

修
了
式

令

和

５

年

度

生

き

が

い

づ

く

り

推

進

委

員

会

の

活

動

が

始

ま

り

ま

す

。

「

カ

レ

ッ

ジ

オ

ブ

南

郷

」

「

健

康

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

講

座

」

「

親

子

教

室

」

の

他

に

も

新

講

座

を

企

画

し

て

い

ま

す

。

み

な

さ

ん

の

参

加

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す
。

カ

レ

ッ

ジ

オ

ブ

南

郷

【
年
間
予
定
】

５
月
26
日
（
金
）
通
常
講
座

６
月
24
日
（
土
）
歩
こ
う
会

７
月
28
日
（
金
）
通
常
講
座

９
月
22
日
（
金
）
通
常
講
座

10
月
27
日
（
金
）
通
常
講
座

11
月
上
旬
～
中
旬
頃

干
し
柿
作
り

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

歩
こ
う
会

12
月
22
日
（
金
）

お
正
月
飾
り
作
り

１
月
26
日
（
金
）
通
常
講
座

３
月
８
日
（
金
）
修
了
式

発見№110

宗生寺 17年ぶりの
馬頭観音様御開扉

宗像歴史観光ボランティアの会

池田芳久

南
郷
コ
ミ
セ
ン

利
用
者
募
集

料
理
や
趣
味
の
講
座
、
運

動
、
会
議
な
ど
で
南
郷
コ
ミ

セ
ン
の
調
理
室
、
研
修
室
、

和
室
、
２
Ｆ
ホ
ー
ル
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
？

空
き
状
況
、
利
用
料
な
ど

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】

南
郷
コ
ミ
セ
ン

☎
３
６
・
３
４
６
５

新

講

座

紹

介

「南郷めんま」作って見ませんか？

ボランティア募集

地域づくり部会では、地域資源を活か

して「南郷めんま」を作っています。活

動を始めて４年目に入り、今では「かの

この里」にも出荷しています。

今後は、地域の方々にも「めんま作り」

を知っていただきたいと思い、一緒に作

る仲間を募集します。地域資源活動に興

味をお持ちの方、ぜひお気軽にご参加く

ださい！

・募集人数：若干名

・募集期間：４月～１年間（随時）

・内容：タケノコの収穫、調理、

パック詰め など

・場所：南郷コミセン

・申込み・問合せ：

南郷コミセン ☎36-3465

たくさんの人でにぎわう
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